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新緑の候、みなさまにおかれましては、いかがお過ごしでしょうか。 

新学期も１か月が過ぎ、ゴールデンウイークも終わり学校生活を軌道に乗せていく大事な時期に

なりました。 

さて、今回は、バスケットボール部顧問の石井先生からお借りした、「女子バスケットボール東

京２０２０への旅～歴史を変えた最強チームの真実～」の中で、東京オリンピックで女子バスケッ

トボール初の銀メダルに輝いたチームのキャプテン高田真希さんのお話を紹介します。 

東京オリンピックはどんな大会でしたか？という質問に次のように答えています。「人生にお

いて大切なことを学んだ大会」でした。その「大切なこと」とは何ですか？ 

メダルを獲得できたときにそれ以上に嬉しかったのが、高い目標を設定してそこに向かって厳

しい練習を乗り越えてきたことでした。仲間たちと過ごした日々というのは、すごくかけがえのな

いものです。同じ目標に向かってともに乗り越えていく過程や経験というのは、すごくかけがえの

ないものです。 ～中略～ 

 それぞれの人生において高い目標を設定してそこに向かって日々全力でやる過程こそが最も大切

で、意味のあることなんですよね。その結果、勝ち負けはあるけれど、やってきた過程を通じて何

かを学んで次に生かす。そこに意味があるということを、この東京オリンピックを通じて再認識で

きました。 

だからこそ、練習を大切にしないといけないですし、日々を大切にしないといけない。 

みなさんは、４月に立てた目標に向かって進めていますか。目標設定が妥当だったかも含めて

修正してもいいので今一度考えてみてください。 

また、一日一日を大切に過ごせていますか。連休明けからが本当の意味でのスタートになりま

す。目標に向かって、仲間とともに充実した学校生活を送ってください。 

 保護者の皆様、コロナ禍ではありますが、新学期がスタートして1ヶ月が過ぎました。お子様の

様子はいかがでしょうか。ゴールデンウイークも終わり、本格的なスタートを切ります。そんな 

中、5月9日（月）から教育相談が始まります。家庭でも何か変わったことがあれば、遠慮なく学

校に連絡してください。 

 
     みんなで、あいさつの輪を広げよう 

あいさつ ○あかるく ○いつでも ○さきに ○つづけて 

 

 

小さいお子さんをお持ちの母親から学校に電話がありました。 

内容は、混みあったバスに乗車していたお母さんとお子さんに、本校生徒が声をかけて席を譲ってく

れたということでした。その勇気とやさしさに感動してお電話をくださいました。大変うれしい出来事

でした。 
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              学校の風景を毎月お届けします。 

 

〔編集後記に代えて〕４月号に掲載した花々から主役が替わり、花だけでなく、新緑がまぶしい季

節になってきました。今年の大型連休は「行動制限のない GW]という表現をいろいろなところで見

聞きする 10 日余りとなりました。確かに本校でも、先月の新入生歓迎会（写真右上）、今週実施

の生徒総会と、今年度は全校生徒が体育館に集まっての実施となる行事がこの２ヶ月で２つもあり

ます。中・大規模校では難しいかと思いますが、本校の生徒数の利点を生かせる絶好の機会です。

写真左下のように、まだ給食は前向きで黙食ですが、基本的な対策をしっかりと実行しつつ、工夫

して行事等が持てればと思っています。市内には昨年度、一度も宿泊を伴う行事を実施できなかっ

た学校もありました。何とか、３年生の修学旅行、２年生の自然教室、宿泊は伴いませんが１年生

の校外学習が予定どおりに実施できることを願うばかりです。まずは、これらに先立つ体育祭が順

調に実施できるよう、日々の体調管理を含めて準備していきたいと思います。 


